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正門から安田講堂へと続く
銀杏並木。秋には見事な黄
葉を楽しめるこの並木道は
東大関係者のみならず一般
市民の憩いの空間でもある
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第14代総長

学に導入し、大学教授会自治の基礎を
築いた人物です。純粋な文部官僚でし
たが、東大前身の大学南校時代から事
務方を務め、東大とともに人生を歩ん
できた人でした。在任時にはキャンパ
ス整備を熱心に行いました。現在も正
門から安田講堂へと続く見事な銀杏並
木はこの当時に整備されたものです。
　ちなみに、歴代総長の中で、二度、
総長を務めたのは山川健次郎と濱尾新

東大草創期、その運営に貢献した
濱尾新総長は、講座制を帝国大

だけ。濱尾の二度目の就任は、戸水博
士事件の影響で総長を辞任した山川の
強い要望によるものでした。
　また、総長就任前の文部官僚時代に
は農科大学（現在の農学部）設置に尽
力し、一度目の総長退任後には松方内
閣の文部大臣も務めています。
　現在も安田講堂と三四郎池の間にあ
る濱尾総長の銅像は、学内で最も巨大
な銅像です。その大きさには、濱尾の
遺功を称える後世の人々の気持ちが込
められているのです。

東京大学とともに歩み続
けた文部官僚濱
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東大史を彩る
歴代総長の物語 本学の長い歴史の中で、過去28代におよぶ総長は

きわめて大きな存在感をたたえています。
巷では意外に知られていない
歴代総長にまつわるエピソード、ご紹介しましょう。

第6代・第9代総長

第3代・第8代総長

津白虎隊士を経験した後、米国イェール大学に留学
し、物理学を修めました。留学生として米国へ向か
う船中でカレーライスを食べたという回想録を残し
ているため、「初めてカレーライスを食べた日本人」
であると言われています。帰国後は26歳の若さで
東京帝国大学理学部物理学主任教授に就任。清廉潔
白な人柄で人々の信頼を集めました。大学が自治問
題に揺れる中で、二度、東京帝国大学総長を務めま
すが、一度目の退任後には九州帝国大学の総長を務
め、二度目の在任中には、やはり自治問題に揺れる
京都帝国大学の総長を約10ヶ月間、兼任していま
した。歴代総長の中で、３つの帝大の総長を歴任し
たのは山川だけでした。信頼の厚さが窺われます。
歴代総長の肖像写真の中で山川総長だけが横顔の写
真となっています。個性がしのばれる肖像写真です。

歴代総長の中で最も個性派だと思われる人物は、
山川健次郎総長です。山川は、少年時代、会

白虎隊士から学究の道に
進んだ異色の経歴

在の本郷キャンパス）の建物の多くは
崩壊・焼失しました。半ば廃墟と化し
た帝大……その景観を見事に蘇えらせ
たのが、内田祥三工学部教授でした。
内田は教授を続けながら営繕課長を兼
任し、建築学科の教員や学生を指揮し
て自ら設計した建物を構内に建設して
いきました。それらの建物は美しいゴ
シック調に統一され、後年、「ウチダ
ゴシック」と呼ばれるに至ります。昭

大正12（1923）年、関東大震災
によって東京帝国大学構内（現

和18（1943）年、第14代総長に就任
しますが、時はまさに戦時。内田総長
は、戦時中には「帝都防衛司令部とし
て東京帝大を使用したい」という軍部
の強硬な申し入れを撥ね退け、終戦後
には「連合国軍総司令部として東大を
接収したい」という米軍の要求を止め
るために奔走して、東京大学を守り続
けました。現在も、本郷キャンパスに
は、ウチダゴシックの建物が立ち並び、
学術の場にふさわしい落ち着いた雰囲
気を醸し出しています。

今も本郷キャンパスを
彩るウチダゴシック

ウチダゴシックは、やや先
の尖ったアーチが特徴。現
在も本郷キャンパス内のあ
ちこちで、この美しいアー
チを眺望することができる

です。剛毅にして学生思いの人物だったらしく、
様々なエピソードが残されています。駒場農学校
（東大農学部の前身）の学生時代には「賄征伐（食
堂の賄人と学生の乱闘）」における巨頭と目され、
「古在の平均得点より15点削る」という罰点処分が
適用されました。しかし成績優秀であったため、処
分後も優等生として卒業しています。後に帝大教授
となってからは講義の要点をまとめた石版刷プリン
トを学生に配って学生の便宜を図っていたそうです。
また、講義に熱中してチョークでテーブルを叩くた
め、周辺がチョークの粉で真っ白になっていたとの
こと。白くなった手で頭をかきながら講義を続け、
講義終了時には真っ白な頭で教室を後にするのが常
であったと伝えられています。関東大震災後には、
被災した東大の復興事業に尽力しました。剛毅な性
格と温かい人柄がしのばれる肖像写真です。

古在由直総長は、足尾鉱毒事件の調査において
銅による汚染を実証し、世論を喚起した人物

震災後の大学復興に
尽力した「剛毅」な総長
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主義の風潮が高まる中で、徐々に体制との緊張関係
を強めていきます。1937（昭和12）年の盧溝橋事
件直後、雑誌『中央公論』に発表した論文「国家の
理想」は、当局により全文削除されますが、満洲事
変以後の日本の国家政策は根本的に誤っていると一
貫して主張し続けます。やがて、帝大教授の職を辞
すことを余儀なくされますが、その後も著作に対す
る発禁・削除処分に屈せず主張を続け、終戦後、経
済学部に復帰しました。
　そして1951年（昭和26）年、第16代総長に就任。
総長就任後も、東大ポポロ事件において「大学自治」
と「学問の自由」を守るために警察と全面的に対立
しています。一貫して民主主義の理念を主張し続け
た、まさに「不屈」の人でした。

昭和初期、植民政策を科学的・実証的に研究し
ていた矢内原忠雄帝大経済学部教授は、軍国

民主主義を主張し続けた
不屈の総長
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任します。そして翌46年2月、『新日本文化の創造』
と題した演述を行いました。終戦は絶望を意味する
ものではなく新たな日本の創造に向けた出発を意味
する、終戦は日本国民が真の世界市民となるための
契機であるという内容のこの演述は新聞紙上で報じ
られ、茫然自失の状態にあった国民を勇気づけまし
た。以後も南原は度々、演述を行い、また著述を通
して、国民にメッセージを送り続けたのです。
　南原は「学問の自由」を重んじた人であり、自ら
の経験から「大日本帝国の衰亡は学問の自由が失わ
れることから始まった」と考えていました。戦時中、
学徒動員で戦場に送り出されていく学生達を止めら
れなかったことを一生のトラウマとして抱え続けた
と言われています。南原総長が国民に向けて発した
メッセージの数々は、現在も民主主義の本質を語る
言葉として私達の胸に響いてきます。

19 45（昭和20）年8月、第二次世界大戦が終結。
12月、南原繁法学部教授が第15代総長に就

国民を励まし続けた、
戦後初の総長

参考文献：東京大学百年史、東京大学史史料室ニュース第42号〈「赤門五十年変遷稗史」という大学新聞記事から－駒場前史の校風－ 谷本宗生〉、教養学部報第518号〈「矢内原忠雄と教養学部」展 川中子義勝〉、『天皇と東大』立花隆著（文藝春秋刊）

呼ばれた茅は1963（昭和38）年に総長を退任して
いますが、その最後の卒業式告辞において「小さな
親切」の重要性に言及しました。このときの「小さ
な親切」の話を朝日新聞の天声人語が取り上げたこ
とから、社会の関心が集まり、一種の社会運動に発
展していきます。半年後に社団法人「小さな親切」
運動本部が設立され、茅がこの法人の初代代表に就
任。以後23年間、代表を務めていました。
　「小さな親切」運動本部はその後も活動を続け、
森亘第23代東大総長も、総長退任後に3代目の代表
を務めていました。21世紀となった現在も「小さ
な親切」運動本部は旺盛に活動を続けています。
　卒業式告辞で語った素朴なエピソードから40年
以上も広がり続けているムーブメント。茅総長自身
も、ここまで長きにわたって運動が続くとは予想し
ていなかったのではないでしょうか。

東北大学理学部出身の茅誠司総長は、東大史上
初の他大学出身の総長でした。「庶民派」と

「小さな親切」を
提唱した庶民派総長

安田講堂前広場で行われた、
学生の総決起集会の様子。
東大紛争は大学全体を巻き
込んだ大規模な紛争として、
現在も語り継がれている

から始まりました。3月に学生が安田
講堂を占拠し、卒業式が中止に。6月
に再び学生が安田講堂を占拠。大学側
が機動隊を導入してこれを排除したた
め、以降、各学部学生がストライキに
入ります。10月には全学学生による
無期限ストに至り、11月1日、大河内
一男総長が辞任。11月4日、加藤一郎
法学部教授が総長代行に就任しました。
12月、加藤総長代行は翌年の東大入

東大紛争は1968（昭和43）年 1月
の医学部学生による無期限スト

試の中止を決定。年が明けた 1月12日、
国立秩父宮ラグビー場で大学側と学生
との交渉「東大七学部学生集会」が行
われます。交渉により各学部のストは
解除されましたが、東大全共闘は学内
占拠を続けました。これに対し、大学
側は機動隊導入を決断。1月18日、機
動隊が学内封鎖解除を開始。翌19日、
安田講堂封鎖を解除しました。
　 3月、加藤は47歳の若さで第19代総
長に就任します。東大史上、最年少の
総長の誕生でした。

東大紛争の収拾を
任された若き総長代行
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